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｜

経
過
（
扣
月
１
日
～
旭
月
迦
日
）

十
月
に
入
い
り
知
床
問
題
は
政
治
的
動
き
が
顕
著

に
な
り
ま
し
た
。
九
日
に
は
環
境
庁
長
官
と
農
林
水

産
大
臣
の
ト
ッ
プ
会
談
が
も
た
れ
「
環
境
庁
の
気
持

ち
は
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
加
藤
農

林
水
産
大
臣
が
発
言
し
ま
し
た
。
六
日
の
首
相
発
言
、

七
日
の
稲
村
環
境
庁
長
官
の
記
者
会
見
を
受
け
て
の

言
動
と
言
え
ま
す
。
こ
こ
に
至
っ
て
農
林
水
産
省
は

本
庁
決
裁
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
政
党
で
は
共
産
党
が
十
月
一
・
二
日
に
現
地
調

査
団
を
、
十
一
月
十
三
日
に
は
公
明
党
が
、
非
公
式

（
個
人
と
し
て
）
で
は
あ
る
が
十
月
十
九
日
社
会
党

久
保
田
議
員
が
現
地
入
り
し
て
い
ま
す
。

十
月
十
七
日
に
加
藤
農
水
大
臣
が
記
者
会
見
で

「
来
年
二
月
頃
ま
で
を
メ
ド
に
現
地
の
動
物
調
査
を

行
な
う
。
そ
の
後
の
対
応
は
調
査
結
果
を
ゑ
て
決
め

る
」
と
態
度
を
表
明
。
林
野
庁
は
こ
れ
を
受
け
て
調

査
の
細
目
を
発
表
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。
本
年
度
施
業
計
画
区
域
で
は
年
内
の
早
い
時
期
に

調
査
に
入
り
、
来
年
二
月
ま
で
に
動
物
生
息
状
況
を

見
極
め
る
。
具
体
的
に
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
・
ク
マ
ゲ

ラ
・
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
天
然
記
念
物
三
種
の
営
巣
木
及

び
生
息
の
確
認
の
た
め

一
、
伐
採
予
定
の
全
森
林
分
を
対
象
に
し
て
、
中
・

大
径
木
に
つ
い
て
営
巣
の
有
無
・
エ
サ
場
の
有
無

問
題
点
・
展
望

調
査
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
期
間
が
短
か

く
、
調
査
主
体
が
伐
採
す
る
側
で
あ
る
林
野
庁
が
行

な
う
こ
と
か
ら
、
結
果
は
お
の
づ
と
想
像
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
独
自
の
生
態
系
総
合
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
期
間
は
三
年
。
調
査
メ
ン
・
ハ
ー
は
、

伊
藤
浩
司
（
北
大
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
）
、

阿
部
永
（
北
大
農
学
部
助
教
授
）
、
八
木
健
三
（
北

大
名
誉
教
授
）
ら
七
名
に
よ
っ
て
、
植
物
・
動
物
・

地
質
・
水
産
等
の
総
合
調
査
と
な
り
ま
す
。

本
来
こ
の
種
の
調
査
は
環
境
庁
な
り
文
化
庁
が
行

な
う
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
彼
ら
の
腰
の
重
さ
に
業

を
煮
や
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

署
名
に
つ
い
て
は
、
来
年
二
月
末
日
ま
で
続
け
ま

す
。
北
見
営
林
支
局
は
多
く
の
研
究
者
に
頼
象
歩
き

ま
し
た
が
断
わ
ら
れ
続
け
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
十

二
月
に
入
り
調
査
責
任
者
は
、
東
三
郎
氏
（
北
大
農

学
部
教
授
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。
調
査
は
一
月
中
旬

か
ら
現
地
に
入
り
、
二
月
下
旬
報
告
書
を
取
り
ま
と

め
る
と
い
う
予
定
で
す
。
年
度
内
伐
採
も
可
能
と
な

る
わ
け
で
す
。

こ
の
間
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
知
床
キ
ャ
ン
プ
は
雪
の
降
る
中
、
十
月
二
十
三

日
に
解
散
し
ま
し
た
。
百
五
十
人
を
超
え
る
人
が
熱

い
想
い
を
抱
き
参
加
し
ま
し
た
。
京
都
で
は
「
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
展
」
を
、
道
内
で
も
各
種
の
集
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
署
名

も
十
一
月
に
入
り
連
日
大
量
の
枚
数
が
と
ど
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

剛
…
‐
国
《
、
巽
公
．
罠
《
：
李
侶
罐
到
司
楠

● ●

の
確
認
。

二
、
鳴
き
声
に
よ
る
生
息
の
確
認
。

三
、
聞
き
取
り
に
よ
る
生
息
状
況
。

四
、
林
相
と
生
息
環
境
の
関
係
。

の
四
点
を
調
査
す
る
。
う
ち
一
に
つ
い
て
は
今
月

（
十
月
）
下
旬
か
ら
行
な
い
、
一
だ
つ
い
て
は
来
年

二
月
が
メ
ド
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
床
横
断
道
路
か

ら
東
側
全
域
に
つ
い
て
は
六
十
二
年
・
六
十
三
年
に

調
査
を
行
な
う
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
は
鋤
北
海
道

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
に
委
託
。
メ
ン
・
〈
－
は
安
部
学

（
農
水
省
林
業
試
験
場
鳥
獣
第
２
研
究
室
長
）
、
有

沢
浩
（
東
大
演
習
林
助
手
）
、
長
内
力
（
北
海
道
森

林
施
業
研
究
所
所
長
）
の
三
氏
が
あ
が
っ
て
い
る
他
、

北
見
営
林
支
局
職
員
・
斜
里
町
職
員
も
参
加
す
る
予

定
と
い
い
ま
す
。
ほ
か
に
「
遺
伝
子
保
存
林
」
を
向

こ
う
十
年
間
の
施
業
計
画
地
を
含
め
一
、
○
○
○
鯵

程
度
設
け
、
併
せ
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
択
伐
施
業
の
実

態
を
公
開
す
る
「
指
標
林
」
を
一
○
鯵
程
度
知
床
国

立
公
園
境
界
の
西
側
に
確
保
す
る
と
い
う
計
画
。

十
月
に
調
査
細
目
が
公
表
さ
れ
、
す
ぐ
に
で
も
開

始
さ
れ
る
の
か
と
思
い
き
や
難
航
を
極
め
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
調
査
メ
ン
・
〈
－
・
責
任
者
が
決
ま
ら
な

か
っ
た
た
め
で
す
。
知
床
は
全
国
的
に
注
目
を
あ
び
、

必
然
的
に
調
査
内
容
・
報
告
に
つ
い
て
関
心
を
集
め

ま
す
。
わ
ず
か
な
調
査
期
間
、
し
か
も
冬
期
間
、
調

査
内
容
も
狭
い
と
な
れ
ば
”
調
査
“
と
言
え
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
ぐ
ら
い
素
人
で
も
わ
か
る
こ
と
で

す
。
集
っ
た
署
名
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
三
月
に

林
野
庁
長
官
・
環
境
庁
長
官
に
手
渡
し
ま
す
。
併
せ

て
、
環
境
庁
に
対
し
て
は
知
床
国
立
公
園
の
地
種
区

分
を
特
別
保
護
地
区
（
禁
伐
）
に
格
上
げ
す
る
よ
う

働
き
か
け
ま
す
。
文
化
庁
に
つ
い
て
は
、
天
然
記
念

物
に
個
体
指
定
し
た
後
の
保
護
対
策
を
急
ぐ
よ
う
求

め
ま
す
。

ま
た
、
知
床
問
題
で
最
も
重
き
を
も
つ
国
有
林
の

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
独
立
採
算
性
に
つ
い
て
国

民
的
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
各

々
の
地
域
で
研
究
者
・
林
業
労
働
者
の
参
加
も
含

め
、
集
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
国
立
・
国
定
公
園
と
は
何
か
、

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
天
然
更
新
・
森
林
の
活
性

化
と
は
な
に
か
、
可
能
な
の
か
。
野
生
動
物
の
保
護

は
ど
う
か
。
地
域
経
済
の
振
興
を
ど
う
考
え
実
現
す

る
の
か
。
な
ど
テ
ー
マ
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
。
時
間

を
か
け
た
論
議
の
中
で
方
向
性
を
出
す
ま
で
、
知
床

の
伐
採
は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
明
け
の
一
月
中
旬
か
ら
二
月
・
三
月
に
か
け
て

全
国
的
に
〃
知
床
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〃
に
入
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
・
ヘ
ー
ン
内
容
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

尚
、
現
在
事
務
局
で
は
〃
知
床
募
金
“
〃
署
名
“

を
集
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
、
礼
状
・
経
過
報
告
・

本
会
の
入
会
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に

会
員
に
な
ら
れ
て
い
る
方
に
も
重
複
し
て
送
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
数
が
多
い
た
め
事
務
処
理
上
不

手
際
が
ご
ざ
い
ま
す
。
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

く
お
願
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●● 081伽GcI■、00〔跡0口ー叩B側0MB■■■･･･GI･oo0n-ooO8加0.･令一Q081UOOBOp■■･･恥･･00口－0G$l8BOeoO-008I卯808■■■CO〔I810p-oな8,8■86ロー…回”･0口－006馳加･･今-08画胸8狐■■DC･dtOo008●－0088舵●･･･－001恥8”8■■､008脚”
■
篇
葛

知

色-00叩ﾛ855･■■ー･････ﾛ･-･■一･･･面･･…q■!■■…叩･･･0■■0■DooO8加0･･令-0081UOOBOp-.●恥･･00口l■■0G$l8BOe●O･ﾛ■008181

1 知床署名91 .572 （,2月23日現在）：

？ 全国からぞくぞく署名が集まっています。友二

言人に頼んで集めた人、職場・町内会、学校のク■

2 ラス単位、大学のゼミや学校祭で、シマフクロ言

§ ウ写真展や集会など集め方はさまざまです。 1
9

曾人で500枚も送ってほしいという人。お1人で君

？2000人も集めた方。想いは”知床の自然をこの
包

；まま残したい”の一語です。署名用紙、説明用

：の資料（会報）はまだまだあります。さらに大ざ

；きな声にしましょう。署名は2月28日まで続け
呂

冒ますo 3月に、林野庁長官に手渡します。
■
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■

ミ知床エイドパートII

9 言葉の苦手なロックンローラーが知床伐採に
畠

：反対しますと立ち上がった。知床エイド・テー

？マ曲「TAKINGMY HEART｣(夢

；を信じて）をひっさげて、 12月10日につづき2
：月に2回目を開催します。ビンビンのロックで
民

；知床の自然を子ども達に伝えたい。

』 と き： 2月15日午後3時～8時まで
； と こ ろ：札幌サンプラザホール（24条2
9 5丁目）

i チケッ ト ：前売 1,500円
g

当日 1,800円§
『 出演バンド： トラツシェダック他8バンド
9
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知床の森(合唱組曲)できる ： 床募金にご協力を／ §
1

今日まで全国から550万円ほどの募金が､札：
幌と斜里町の自然保護団体に寄せられました。 1

口

事務費･印刷費･行動費･阻止のためのキャンi
弓

プ代などに使わせていただきました。しかし10畠
苦

月から急に募金が止まった状態です。残金が底§
三

をついています。これからが本番。年明けから5
■

は独自調査も実施しますので費用がかかりま量
冒

す。募金活動にご協力ください。 ？
畠

募金方法は 害
ロ

郵便振替小樽6-18005．知床募金9
号

一…_ ‐ ‐‐ _一-.- ..---..---.c20,...----..2G.･･｡O■■0..0.rfM□－0G噸鹿加口■,,.｡｡q････卓ﾛI.｡"1鼠

骨

関山昭子作詩・大西進作曲による組曲（全109
曲）ができました。すぐ歌える曲ばかり、すで§
にコンサートも開かれています。組曲ご希望のf
方は事務局にご連絡ください。尚知床エイド・ 倉
テーマ曲も500円で販売しています。 少！
「知床の森」組曲は、 ’ ・カッコーがなく、 ：
2 ． ドングリの森、 3 ．ヒグマの子、 4 ．カケ？

ス・レストラン、 5 ．エゾシカ、 6 ．きらない’
9

で、 7 ・シマフクロウ、 8 ．オジロワシ、 9 。 :
二

言SAVETHE BIRDS(この鳥を救おう） 、 胃
0

10．知床の森 』
冒
里

■
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知
床
伐
採
反
対
各
地
か
ら
の
声
・
怒
り
・
悲
し
み

・
哀
願
と
さ
ま
ざ
ま
に
願
い
を
込
め
た
声
を
聞
き
流

す
こ
と
は
で
き
る
か
。
そ
の
一
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。

紹
介
文
・
原
文
と
抜
粋
と
に
よ
る
。

お
願
い
の
手
紙
で
す
。
今
ま
で
人
間
は
ど
れ
だ
け

の
動
物
を
絶
滅
に
追
い
込
ん
で
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
結
局
そ
れ
は
人
間
を
減
ぼ
す
こ
と
な
の
に
、
そ

れ
に
気
づ
か
ず
過
ち
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。

で
も
人
間
は
か
し
こ
い
の
で
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
過
ち

を
繰
返
す
の
は
止
め
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
知
床
原
生
林
の
伐
採
計
画
を
聞
い
て

私
は
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
動
物
で

も
木
で
も
一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
命
を
奪

わ
な
い
で
下
さ
い
。
（
身
障
者
・
女
性
）

第
四
次
十
勝
西
部
地
域
施
策
計
画
（
帥
～
的
年
度
）

ヤ
ン
ベ
ッ
川
周
辺
伐
採
計
画
・
第
三
極
地

帯
広
営
林
支
局
清
水
営
林
署
管
内
六
十
一
年
度
伐

採
予
定
一
七
六
林
班
と
・
ち
・
り
小
班
一
九
九
鯵
伐

採
量
六
九
○
○
㎡
（
十
月
中
九
○
○
㎡
伐
採
終
了
）

択
伐
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
然
別
湖
の
自
然
を
考
え

る
会
か
ら
反
対
支
援
要
請
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
伐
採
目
標
の
中
九
○
○
㎡
は
切
り
出
さ
れ
て
い

て
作
業
中
ぱ
で
一
時
中
断
し
た
経
緯
（
後
記
）
は
あ

る
が
事
業
再
開
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
国
有
林
は
特
徴
あ
る
貴
重
な
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
現
状
維
持
が
望
ま
れ
る
も
の
で
後
世
に
残
し

伝
え
る
義
務
を
痛
感
し
伐
採
中
止
の
要
請
に
至
っ
た

も
の
で
あ
る
。
伐
採
箇
所
は
勿
論
搬
出
路
の
経
路
が

ヤ
ン
・
ヘ
ッ
川
水
系
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い
る
た
め
に

道
指
定
の
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
の
生
息
産
卵
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
結
果
を
す
で
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ヤ
ン
ベ
ッ
川
水
系
は
最
も
河
川
形
態
の
安
定
し

て
い
て
搬
出
路
は
川
沿
に
作
設
さ
れ
、
か
つ
川
を
簡

易
な
橋
に
よ
っ
て
渡
川
す
る
路
線
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
搬
出
車
輌
の
通
過
の
都
度
土
が
水

上
に
落
下
し
て
汚
濁
を
来
た
す
、
晴
天
時
は
ま
だ
汚

濁
程
度
は
低
い
と
し
て
も
雨
天
の
時
な
ど
は
泥
水
が

川
に
流
入
し
て
最
悪
の
状
態
と
な
る
。
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ

ナ
の
産
卵
期
は
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
な
さ
れ
る
の

で
そ
の
影
響
は
言
を
ま
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
か

今
東
京
六
本
木
の
林
野
庁
職
員
宿
舎
跡
地
の
公
売

が
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
例
に
あ
る

よ
う
に
三
・
三
㎡
三
、
○
○
○
万
円
で
売
れ
る
と
思
い

ま
す
が
三
坪
も
売
れ
ば
知
床
伐
採
収
入
一
年
分
を
は

る
か
に
超
え
る
と
思
う
と
腹
だ
た
し
く
思
う
。
私
達

の
財
産
を
売
っ
た
お
金
は
ム
ダ
使
い
せ
ず
大
切
な
自

然
を
守
る
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
（
東
京
・
女
性
）

私
は
京
都
に
住
む
高
校
二
年
の
女
生
徒
で
す
。
私

は
支
局
の
考
え
方
に
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
伐
採
後
に

は
野
生
動
物
の
絶
滅
が
見
え
て
い
る
の
に
本
格
的
な

調
査
も
し
な
い
で
、
私
達
次
の
世
代
に
尻
ぬ
ぐ
い
を

さ
せ
る
よ
う
な
事
は
い
や
で
す
。
（
高
校
生
・
女
性
）

1

不
幸
に
し
て
知
床
の
夢
が
や
ぶ
れ
た
と
き
は
、
私

室
戸
。
・
・

凱
越
形

●●
達
参
加
者
は
拠
金
返
還
を
求
め
よ
う
と
考
え
て
い

る
。
理
想
な
い
と
こ
ろ
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運

動
は
な
り
た
た
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
斜

里
町
長
あ
て
。
（
奈
良
市
・
男
性
六
十
二
歳
）

今
日
本
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
森
林
伐
採
中
止
の
声

が
、
白
神
黒
姫
の
ブ
ナ
林
・
沖
縄
山
原
の
森
、
道
内

で
も
、
知
床
だ
け
で
な
く
然
別
で
も
伐
採
の
適
否
に

つ
い
て
色
含
と
疑
問
の
声
が
あ
る
、
私
は
林
業
を
否

定
は
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
人
工
林
の
健
全
保
育
に
努

め
適
切
な
林
業
が
必
要
と
思
う
。
自
然
か
ら
収
奪
す

る
時
代
は
終
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
然
保
護
の
時
代
、

目
先
の
利
益
で
は
だ
め
、
木
を
単
な
る
商
品
と
せ
ず
、

森
林
の
役
割
を
見
な
い
せ
ま
い
視
野
は
心
の
せ
ま
い

人
の
考
え
で
あ
る
。
知
床
の
問
題
は
日
本
に
残
さ
れ

た
わ
ず
か
な
自
然
に
つ
な
が
る
こ
と
。
「
帯
広
市
在

住
・
学
生
）

る
状
態
が
今
年
作
業
中
に
発
生
し
た
た
め
、
道
教
育

委
員
会
は
現
状
変
更
命
令
を
出
し
て
一
時
搬
出
が
中

止
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
で
の
事

業
実
行
に
際
し
て
は
関
係
機
関
と
協
議
す
る
義
務
を

有
す
る
も
の
を
営
林
当
局
は
そ
れ
を
せ
ず
現
状
変
更

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
周
辺
に
及
ぼ
す
事
態

え
の
配
慮
の
な
さ
は
自
山
的
感
覚
で
唯
々
収
入
の
承

に
走
っ
た
こ
と
の
表
れ
と
さ
れ
て
も
過
大
表
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
赤
字
経
営
か
ら
脱
却
す
る
手
段
と
し

て
産
林
資
源
の
減
失
経
営
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
料
さ
れ
る
所
以
と
な
る
例
題
が
、
和
歌

山
県
新
宮
市
に
起
き
ま
し
た
。
本
年
四
月
に
森
林
百

選
で
指
定
さ
れ
た
七
十
二
鯵
の
市
街
地
近
接
孤
立
し

た
国
有
林
が
国
民
に
対
す
る
有
益
性
を
無
視
し
た
伐

採
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
何
を
か
言
わ
ん

や
で
あ
る
。

清
水
営
林
署
が
す
で
に
伐
採
し
一
時
中
断
は
さ
れ

た
も
の
の
事
業
継
続
す
る
思
想
は
国
民
不
在
の
行
為

と
云
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
森
林
は
国
民
等
し

く
知
っ
て
い
る
と
お
り
、
戦
中
の
乱
伐
戦
後
の
復
興

と
年
間
生
産
量
の
二
倍
に
も
及
ぶ
施
業
期
を
も
含
め

て
衰
退
し
早
急
な
森
林
資
源
保
存
育
生
の
必
要
を
強

く
求
め
ら
れ
て
、
全
国
に
そ
の
声
が
高
ま
っ
て
来
た

こ
と
は
歪
め
ら
れ
な
い
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
国
民

共
有
の
財
産
で
あ
る
森
林
資
源
の
合
理
的
な
管
理
経

営
を
信
託
さ
れ
て
い
る
関
係
省
庁
は
、
広
い
視
野
で

礒
辺
鰯
恭

決
し
て
内
部
告
発
の
つ
も
り
は
な
く
、
国
有
林
経

営
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
自
責
の
念
を
含
め
て
書
き

ま
す
。
伐
採
計
画
の
位
置
づ
け
に
は
先
づ
金
に
な
る

良
い
木
が
あ
る
か
が
頭
に
う
か
び
ま
す
。
伐
採
計
画

に
対
す
る
地
元
の
意
見
聴
取
が
な
さ
れ
る
（
内
容
詳

細
）
一
旦
決
定
さ
れ
た
ら
変
更
す
る
の
に
は
猛
抗
を

示
す
の
が
役
所
の
体
質
の
よ
う
で
す
（
後
文
略
）

（
担
当
区
・
主
任
）
抜
粋
掲
載
全
文
は
内
容
は
詳
細

で
あ
る
。

環
境
庁
長
官
が
現
地
入
し
た
の
は
幼
稚
園
児
の
手

紙
か
ら
で
、
長
官
は
手
紙
を
に
ぎ
り
し
め
二
日
悩
ん

だ
結
果
の
現
地
入
り
。
毎
日
新
聞
は
こ
れ
を
取
材
し

て
い
る
が
、
そ
の
時
返
事
は
い
ら
な
い
か
ら
木
を
切

ら
な
い
で
下
さ
い
と
記
者
に
頼
ん
だ
と
の
こ
と
で

す
。
（
東
京
世
田
谷
区
在
住
）

前
回
に
続
き
二
回
目
の
紹
介
で
す
。
他
に
多
数
保

存
し
て
い
ま
す
。

●●
知
床
に
お
け
る
伐
採
方
式
と
は

対
象
林
地
内
樹
木
を
抜
き
切
り
す
る
こ
と
を
言

う
。
今
年
の
伐
採
は
一
○
年
計
画
の
一
、
七
○
○
診

中
の
約
一
九
○
鯵
、
材
積
は
五
％
と
し
過
去
何
回
も

伐
採
さ
れ
た
箇
所
で
伐
採
に
よ
り
森
林
活
生
化
が
計

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
総
体
的
な
も
の
に
対

し
て
の
比
率
だ
け
で
、
当
局
の
言
う
合
理
性
が
あ
る

と
の
判
断
は
適
正
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。
国
有
林
野

内
の
蓄
積
本
数
の
算
出
方
法
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
対
象
樹
木
は
六
拶
勝
以
上
（
胸
高
直
径
地
表
か
ら

一
胴
三
○
鐙
）
の
総
て
の
樹
木
で
あ
る
。
何
回
も
伐

採
さ
れ
た
林
地
で
あ
れ
ば
、
先
づ
大
径
木
で
良
品
質

の
も
の
は
少
な
い
は
ず
の
箇
所
で
又
切
る
と
な
れ
ば

残
存
大
径
木
は
更
に
減
少
し
、
或
い
は
全
く
無
に
等

し
い
も
の
と
な
り
森
林
は
著
し
く
変
貌
疎
林
と
化
す

は
必
然
的
で
あ
る
。
従
っ
て
森
林
総
体
に
対
す
る
比

率
だ
け
で
伐
採
後
の
問
題
は
な
し
と
す
る
当
局
の
考

え
方
は
適
正
な
論
理
と
は
言
え
な
い
。
今
年
伐
採
予

定
の
一
八
六
鯵
で
八
四
四
本
、
比
率
的
に
は
小
さ
な

数
値
で
あ
る
が
、
収
入
だ
け
を
目
論
ん
だ
伐
採
で
あ

る
か
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
大
径
残
存
木
の
少
な
い

と
こ
ろ
か
ら
の
切
り
出
し
は
、
国
指
定
の
天
然
記
念

物
を
含
む
動
物
類
の
生
息
の
場
を
失
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。
将
来
の
展
望
に
欠
け
た
森
林
経
営
を
続
け
る

な
ら
ば
国
民
公
有
財
産
を
寄
託
さ
れ
た
責
任
を
回
避

す
る
こ
と
に
も
な
る
、
国
有
林
が
荷
負
う
公
益
的
な

機
能
の
保
全
に
答
え
る
べ
き
森
林
資
源
と
し
て
早
急

な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

然
別
湖
及
び
ヤ
ン
ベ
ッ
川
周
辺
の

森
林
施
業
に
つ
い
て

標
記
に
つ
い
て
本
年
九
月
二
十
日
並
び
に
十
月
二
十
八
日

付
け
を
も
っ
て
然
別
湖
の
自
然
を
考
え
る
会
代
表
崎
野
隆
一

郎
氏
に
よ
っ
て
伐
採
計
画
の
全
容
の
公
開
と
伐
採
に
配
慮
さ

れ
る
よ
う
陳
情
し
、
当
該
団
体
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
指
導

を
願
う
旨
の
請
願
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

前
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
北
海
道
自
然
保
護
連
合
と
し
て

の
考
え
を
申
し
述
べ
計
画
の
実
行
部
分
で
含
め
て
善
処
さ
れ

る
こ
と
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

先
に
請
願
さ
れ
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
ヤ
ン
・
ヘ
ッ
川
水
策

で
最
も
河
川
形
態
の
安
定
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
伐
採
計
画

の
森
林
に
は
エ
ゾ
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ク
マ
ゲ
ラ
等
多
く
の
鳥

類
が
棲
息
し
、
か
つ
ヤ
ン
・
ヘ
ッ
川
に
は
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
の
産

卵
場
所
で
あ
り
ま
す
。

産
業
実
行
に
よ
り
水
系
が
汚
濁
し
、
ミ
ャ
マ
イ
ワ
ナ
の
産

卵
に
影
響
を
受
け
た
事
実
も
あ
り
、
自
然
に
生
き
る
も
の
に

重
大
な
影
響
は
言
う
に
及
ば
ず
絶
滅
を
も
推
測
さ
れ
、
自
然

を
保
つ
必
要
性
を
強
く
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
印
年
吃
月
２
日

帯
広
営
林
支
局
長
長
谷
川
尭
殿

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

代
表
寺
島
一
男

国
有
林
が
背
負
う
使
命
の
万
全
を
期
し
た
処
並
に
一

日
も
早
く
移
行
し
、
好
ま
し
い
状
態
で
次
の
世
代
に

伝
え
得
る
よ
う
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヤ
ン
ペ

ッ
川
周
辺
の
伐
採
計
画
を
実
行
中
の
も
の
を
含
め
て

伐
採
中
止
に
向
け
て
見
直
し
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
森
林
は
地
球
上
に
住
む
生
態
系
に
と
っ

て
死
活
に
係
る
樹
木
の
群
れ
で
あ
る
こ
と
を
Ｉ

１
１

有
林
を
読
む

－4－ －3－
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計
画
で
は
環
境
保
全
の
立
場
か
ら
自
然
保

護
と
の
調
和
に
努
め
て
い
く
と
し
て
い
る

が
、
大
都
市
の
住
宅
地
に
隣
接
し
て
い
る
ゆ

え
の
問
題
点
が
あ
る
。

①
自
然
環
境
の
面
か
ら

手
稲
山
は
札
幌
近
辺
の
開
拓
が
始
め
ら
れ

た
こ
ろ
か
ら
萩
炭
材
の
供
給
地
と
し
て
木
が

伐
ら
れ
続
け
、
ま
た
山
火
事
も
何
度
か
あ
っ

場
経
営
を
両
立
さ
せ
た
林
業
経
営
を
進
め
る

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
総
合
開
発
方
針
を
示

し
て
い
る
。

○
林
業
経
営
を
主
体
と
す
る
。

○
林
業
経
営
に
よ
る
赤
字
の
補
て
ん
を
ス
キ

ー
場
の
経
営
に
求
め
る
。

○
既
存
ス
キ
ー
場
は
過
密
状
態
に
あ
り
珈
故

も
埴
大
し
て
お
り
、
ス
キ
ー
場
適
地
で
あ

っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
の
知

名
度
も
高
い
手
稲
山
の
ス
キ
ー
場
建
設
に

よ
っ
て
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
期
待
に
こ
た
え

る
。

○
夏
期
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
の
利
用
は
極

力
小
規
模
と
す
る
。

○
従
前
か
ら
の
水
源
酒
養
保
安
林
及
び
自
然

景
観
保
護
地
区
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
今

後
は
風
致
地
区
指
定
に
つ
い
て
も
経
営
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
協
力
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
王
子
は
以
上
の
方
針
に
立
っ

て
コ
ー
ス
設
定
の
た
め
の
伐
開
を
極
力
抑
え

る
と
し
て
い
る
が
コ
ー
ス
面
蔵
の
三
○
％
程

度
の
立
木
を
集
団
的
に
残
す
と
す
る
だ
け
で

具
体
的
な
数
値
は
明
示
し
て
い
な
い
。

は
じ
め
に

手
稲
山
（
一
、
○
二
四
ｍ
）
は
一
五
○
万

都
市
札
幌
の
北
西
端
に
位
伍
し
、
そ
の
姿
は

ま
だ
高
層
ピ
ル
の
建
ち
並
ば
な
い
市
内
の
ほ

と
ん
ど
の
地
域
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
た
た

め
手
稲
町
と
札
幌
市
が
合
併
し
、
同
山
が
市

域
内
の
山
と
な
る
前
か
ら
多
く
の
学
校
の
校

歌
に
も
豊
平
川
と
な
ら
ん
で
札
幌
の
自
然
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
市
民
に
と
っ
て
は
手
軽
に
登
山
気

分
を
味
わ
え
る
山
で
あ
り
、
山
頂
か
ら
は
市

内
の
街
並
み
は
も
と
よ
り
南
に
遠
く
樽
前
山

が
東
は
石
狩
湾
岸
の
は
ず
れ
に
暑
寒
別
の
山

々
等
が
眺
望
で
き
る
た
め
に
老
人
か
ら
幼
児

に
ま
で
親
し
ま
れ
、
特
に
紅
葉
期
の
休
日
の

山
頂
は
満
員
盛
況
と
な
る
。

そ
し
て
、
一
九
七
二
年
に
開
催
さ
れ
た
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ア
ル
ペ
ン
競
技
や
ボ

ブ
ス
レ
ー
等
の
会
場
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

手
稲
山
は
一
層
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。

（
一
）
前
史

①
十
年
前
に
も
計
画

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
と
な
っ
た
手
稲
山
頂

（
三
）
計
画
の
問
題
点

た
の
で
原
生
林
で
は
な
く
自
然
保
護
の
観
点

か
ら
は
余
り
大
き
な
位
腫
付
け
は
な
い
と
の

主
張
も
聞
く
。

し
か
し
、
た
と
え
原
生
林
で
な
く
と
も
手

稲
山
は
都
心
部
か
ら
至
近
の
自
然
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
統
け
て
い
る
し
、
多
く
の
生

物
が
息
ず
い
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。

野
鳥
の
多
さ
は
西
地
区
に
・
ハ
ー
ド
テ
ー
プ

ル
を
設
け
た
住
宅
の
多
い
こ
と
で
も
う
か
が

え
る
し
、
住
宅
地
の
外
れ
の
林
で
は
数
が
少

な
い
と
言
わ
れ
る
オ
オ
ル
リ
の
姿
さ
え
見
る

こ
と
が
で
き
、
小
河
川
で
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

を
見
か
け
た
と
の
話
も
あ
る
。

ス
キ
ー
場
が
建
設
さ
れ
て
多
く
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
入
込
が
始
ま
っ
た
時
に
こ
う
し
た
生

物
た
ち
へ
の
悪
影
響
ば
当
然
に
考
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
生
活
環
境
へ
の
影
響

一
九
八
一
年
夏
に
札
幌
市
周
辺
は
記
録
的

な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
大
き
な
被
害
を
出
し
て

い
る
。
こ
の
時
に
は
大
河
川
流
域
で
の
出
水

に
よ
る
低
地
の
被
害
に
加
え
て
、
未
整
備
な

小
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
流
出
に
よ
る
傾
斜
地

で
の
被
害
も
大
き
か
っ
た
。

計
画
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
及
び
大
駐
車
場

の
直
下
に
位
腫
す
る
住
宅
地
の
住
民
も
被
災

し
て
お
り
、
こ
の
記
憶
は
い
ま
だ
に
消
し
去

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
後
河
川
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
は
い
え
ス
キ
ー
場
建
設
に
よ
っ
て
樹
木
が

伐
採
さ
れ
た
な
ら
、
よ
り
少
い
降
雨
で
あ
っ

て
も
被
害
が
予
想
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
被
害
発
生
予
想
区
域
で
も
あ
る
）

付
近
北
側
の
ほ
ぼ
裏
側
に
当
た
る
南
東
斜
面

に
ス
キ
ー
場
が
計
画
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
で
は
な
い
。

現
在
手
稲
山
頂
付
近
北
側
に
は
王
子
緑
化

㈱
が
一
九
七
七
年
に
開
業
し
た
テ
イ
ネ
ハ
イ

ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
が
あ
る
。

こ
の
ス
キ
ー
場
は
七
五
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
施
設
の
跡
地
利
用
と
し
て
南
東
斜
面
へ
の

拡
大
も
含
み
「
札
幌
・
ハ
ラ
ダ
イ
ス
計
画
」
と

い
う
名
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
拡
大
計
画
は
今
回
の
計
画
よ
り
も
は
る
か

に
大
規
模
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
き
ら

か
に
今
回
の
計
画
が
こ
れ
を
下
敷
き
と
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
時
は
札
幌
地
区
労
を
中
心
と
し
た

「
手
稲
山
の
自
然
を
守
る
市
民
会
議
」
等
に

よ
っ
て
反
対
運
動
が
取
組
ま
れ
、
事
業
主
体

で
あ
り
計
画
地
の
所
有
者
で
も
あ
る
王
子
緑

化
㈱
と
の
間
に
覚
番
を
交
わ
し
道
及
び
札
幌

市
か
ら
手
稲
山
の
保
全
に
関
す
る
回
答
を
得

て
極
め
て
小
規
模
の
拡
大
に
と
ど
め
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。

た
だ
、
計
画
が
出
さ
れ
た
時
点
で
道
は
指

定
後
三
年
し
か
経
て
い
な
い
溌
観
保
護
地
区

か
ら
計
画
地
域
を
解
除
し
て
い
た
こ
と
は
重

視
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

Q●

十
年
前
の
反
対
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た

「
手
稲
山
の
自
然
を
守
る
市
民
会
議
」
（
以

下
市
民
会
議
）
は
王
子
緑
化
よ
り
八
五
年
三

月
に
計
画
の
提
案
を
受
け
対
策
を
検
討
し
て

い
ま
し
た
。

一
方
四
月
に
こ
の
計
画
が
新
聞
に
報
道
さ

れ
る
と
建
設
に
反
対
す
る
投
書
が
多
く
掲
戦

さ
れ
、
ま
た
有
志
市
民
に
よ
る
反
対
組
織
の

結
成
が
具
体
化
し
四
月
二
十
五
日
に
「
手
稲

山
の
自
然
を
守
る
会
」
（
以
下
守
る
会
）
が

発
足
し
た
。

守
る
会
は
六
月
十
八
日
に
道
議
会
に
対
し

手
稲
山
を
道
立
自
然
公
園
等
と
し
て
環
境
保

全
を
図
る
こ
と
を
求
め
た
陳
清
書
を
提
出
す

る
等
の
活
動
を
行
な
い
市
民
の
間
に
運
動
を

こ
の
他
に
ス
キ
ー
場
の
建
設
に
伴
い
次
の

よ
う
な
住
環
境
へ
の
影
響
が
杷
憂
で
は
な
く

心
配
さ
れ
る
。

○
狭
い
沢
の
中
の
住
宅
地
内
の
細
い
道
路
に

三
千
台
も
の
ス
キ
ー
客
の
車
輌
の
集
中
に

よ
っ
て
交
通
渋
帯
や
排
ガ
ス
汚
染
等
及
び

交
通
事
故
の
多
発
が
当
然
に
予
想
さ
れ

る
。

○
夏
期
の
利
用
は
増
え
る
と
し
て
い
る
が
暴

走
族
等
が
ス
キ
ー
場
へ
の
進
入
路
を
利
用

す
る
こ
と
と
な
り
風
紀
上
の
問
題
が
生
じ

は
し
な
い
か
。

○
ス
キ
ー
場
の
ス
ピ
ー
カ
ー
や
ナ
イ
タ
ー
照

明
に
よ
っ
て
静
寂
さ
が
失
わ
れ
る
。

○
四
季
の
変
化
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
山
の
木

々
に
よ
る
景
観
が
損
な
わ
れ
る
。

ま
た
、
札
幌
市
も
先
の
回
答
に
従
っ
て

「
緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
も
の
の
少

な
く
と
も
民
有
林
主
体
の
里
山
に
つ
い
て
は

有
効
な
対
策
を
実
施
し
得
て
い
な
い
。

②
王
子
緑
化
の
ス
キ
ー
場
経
営

手
稲
山
の
大
部
分
は
一
九
三
七
年
か
ら
王

子
グ
ル
ー
プ
の
所
有
地
で
あ
り
、
七
二
年
の

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
念
施
設
と
す
る
こ

と
を
王
子
側
に
提
案
し
た
た
め
王
子
は
札
幌

市
有
地
で
あ
る
山
林
と
の
交
換
を
申
し
入
れ

た
が
市
は
唯
一
の
市
有
林
で
あ
る
か
ら
と
し

て
こ
れ
を
断
わ
り
道
有
の
山
林
と
の
交
換
を

提
示
し
た
。
だ
が
こ
れ
は
経
営
す
る
に
は
効

率
的
で
は
な
い
分
散
し
た
山
林
で
あ
っ
た
た

め
王
子
側
の
拒
否
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
社
是
を
ま
げ
て
ス
キ
ー
場
経
営

に
進
出
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
の

が
王
子
緑
化
の
主
張
で
あ
る
。

（
二
）
計
画
の
概
要

①
規
模
と
立
地

手
稲
山
西
野
ス
キ
ー
場
は
既
存
の
テ
イ
ネ

ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
（
コ
ー
ス
面
積
四
○

・
一
雨
）
と
隣
接
さ
せ
山
ス
キ
ー
愛
好
者
に

ネ
オ
・
ハ
ラ
コ
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
た
第
二

手
稲
山
の
南
東
斜
面
に
コ
ー
ス
面
澗
七
四
・

（
四
）
反
対
運
動
の
経
過

｡●

広
げ
て
い
っ
た
。

王
子
緑
化
は
西
野
地
区
の
町
内
会
幹
部
に

対
し
て
も
計
画
の
説
明
を
行
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
町
内
会
は
会
と
し
て
の
方
向

性
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
会
員
に
こ

の
事
実
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
市
民
会
議
が
期
待
し
た
地
元

西
野
地
区
で
の
反
対
運
動
は
目
に
見
え
る
も

の
と
は
な
っ
て
い
か
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
守
る
会
に
参
加
し
た
西
野

地
区
在
住
者
が
中
心
と
な
っ
て
地
元
の
立
場

か
ら
運
動
を
進
め
て
い
く
気
運
が
高
ま
り
八

月
二
十
一
日
の
住
民
集
会
を
経
て
九
月
二
十

八
日
に
「
手
稲
山
を
守
る
西
区
市
民
の
会
」

が
結
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
活
動
内
容
は
、

①
市
に
対
し
要
望
書
を
提
出

先
述
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
面
か
ら
建
設

反
対
を
明
確
に
し
、
環
境
保
全
を
求
め
る
要

望
醤
を
札
幌
市
へ
提
出
し
た
。

八
六
年
一
月
二
十
二
日
当
会
と
市
と
の
間

に
話
合
い
が
持
た
れ
た
が
、
既
に
市
議
会
で

明
ら
か
に
し
て
い
る
ス
キ
ー
場
の
利
用
度
調

査
の
結
果
を
待
つ
こ
と
及
び
緑
の
審
議
会
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
を
述
べ
現
時
点
で
は
市

当
局
の
意
見
は
明
確
に
で
き
な
い
と
の
回
答

に
終
始
し
、
現
在
の
国
補
助
で
は
市
街
化
調

整
地
域
ま
で
は
手
が
届
か
な
い
こ
と
を
説
明

す
る
に
と
ど
ま
る
。

②
市
議
会
に
陳
情
書
提
出
と
署
名
活
動

当
会
と
し
て
は
手
稲
山
が
民
有
地
で
あ
り

ス
キ
ー
場
建
設
を
阻
止
す
る
に
は
開
発
行
為

が
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
通
過
す
る
行
政
手
続

四
肥
の
大
規
模
ス
キ
ー
場
と
附
帯
施
設
を
三

期
約
十
年
を
か
け
て
建
設
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

計
画
が
完
成
し
た
時
に
手
稲
山
の
ス
キ
ー

場
は
王
子
緑
化
経
営
の
も
の
だ
け
で
も
フ
ラ

ノ
ス
キ
ー
場
の
約
八
○
噸
を
し
の
ぎ
、
ハ
イ

ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
の
下
に
位
瞳
す
る
テ
イ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ア
ス
キ
ー
場
を
加
え
る
と
、
ニ
セ

コ
高
原
・
ア
ン
ヌ
プ
リ
・
東
山
と
ほ
ぼ
一
体

の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
三
ス
キ
ー
場
の

約
一
九
○
願
に
迫
る
道
内
有
数
の
大
規
模
ス

キ
ー
場
が
五
大
都
市
札
幌
の
市
街
地
に
隣
接

し
て
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
そ
の
立
地
で
あ
る
。

ス
キ
ー
コ
ー
ス
及
び
駐
車
場
は
王
子
緑
化

の
所
有
地
で
あ
る
が
、
そ
こ
へ
進
入
す
る
た

め
に
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
西
野
地
区

は
大
都
市
に
は
め
ず
ら
し
い
急
流
で
あ
る
琴

似
発
寒
川
と
そ
の
他
の
小
河
川
を
擁
し
た
狭

い
沢
と
し
て
の
地
形
で
あ
り
、
急
速
な
都
市

化
の
進
行
の
中
で
既
に
人
口
約
三
万
六
千
人

に
達
し
、
さ
ら
に
増
大
し
続
け
る
住
宅
地
で

あ
る
。

②
山
林
経
営
の
一
環
と
し
て
の
ス
キ
ー
場

建
設王
子
緑
化
は
自
然
環
境
の
保
全
と
ス
キ
ー

－6－ －5－
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１
１

の
段
階
で
行
政
機
関
の
判
断
が
事
を
決
す
る

と
の
見
方
か
ら
市
と
の
対
応
を
重
点
に
考
え

て
い
た
が
、
一
月
に
入
り
二
団
体
が
相
次
い

で
ス
キ
ー
場
建
設
を
求
め
る
陳
傭
醤
を
提
出

す
る
こ
と
と
し
、
同
時
に
賛
同
の
署
名
・
カ

ン
・
〈
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

③
手
稲
山
西
野
ス
キ
ー
場
計
画
に
反
対
す

る
連
絡
協
議
会
（
連
絡
協
）
の
結
成

個
別
に
反
対
運
動
を
進
め
て
い
た
八
団
体

が
連
絡
・
交
流
を
行
な
い
、
一
致
で
き
る
共

同
の
運
動
を
進
め
る
た
め
に
連
絡
協
議
会
を

結
成
す
る
。

目
的
と
し
て
手
稲
山
の
ス
キ
ー
場
新
増
設

反
対
及
び
手
稲
山
の
公
立
公
園
化
の
実
現
を

確
認
す
る
。

そ
の
後
の
行
動
と
し
て
現
地
ス
キ
ー
登
山

及
び
中
心
街
に
お
け
る
街
頭
署
名
が
取
組
ま

れ
る
。な
お
、
十
年
前
に
覚
醤
を
交
わ
し
た
こ
と

か
ら
王
子
緑
化
が
市
民
組
織
内
で
唯
一
窓
口

と
し
て
認
知
し
て
い
る
市
民
会
議
は
連
絡
協

へ
参
加
し
な
か
っ
た
の
で
当
会
は
個
別
協
議

を
し
認
識
の
一
致
と
必
要
な
燗
報
交
換
を
行

な
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
王
子
緑
化
へ
要
望
醤
提
出

行
政
当
局
の
対
応
及
び
市
議
会
の
譲
議
が

十
分
に
進
ま
な
い
ま
ま
に
若
工
の
可
能
性
が

あ
る
融
雪
期
を
迎
え
た
た
め
、
王
子
緑
化
に

対
し
計
画
断
念
を
求
め
る
要
望
醤
を
提
出
す

る
と
と
も
に
交
渉
を
行
な
っ
た
。

地
域
住
民
と
し
て
ス
キ
ー
場
建
設
に
よ
っ

て
生
じ
る
問
題
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
て
、

ィ
都
市
近
郊
の
山
林
の
所
有
形
態
は
多
数

の
民
有
林
と
な
っ
て
お
り
、
も
し
行
政
機

関
が
積
極
的
に
保
護
を
す
る
立
場
を
取
っ

た
と
し
て
も
所
有
者
の
理
解
な
し
に
は
進

め
得
な
い
。

加
え
て
行
政
が
買
取
り
に
よ
っ
て
保
護

を
進
め
る
に
は
一
自
治
体
の
力
だ
け
で
は

困
難
で
あ
り
、
国
の
補
助
金
予
算
も
低
く
、

市
街
化
区
域
内
に
点
在
す
る
林
地
の
買
収

で
精
一
杯
で
あ
り
市
街
化
調
整
区
域
に
広

が
る
山
林
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
実
態
に

あ
る
。

ゥ
都
市
近
郊
林
を
一
定
の
規
模
で
保
全
す

る
に
は
そ
こ
が
民
有
林
で
あ
る
限
り
、
様

々
な
開
発
規
制
を
す
る
だ
け
で
は
い
ず
れ

限
界
に
達
す
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
お

り
、
早
期
に
何
ら
か
の
形
で
公
有
化
す
る

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
保
全
へ
向
け
て
あ
る
い
は
保
全

さ
れ
る
山
林
に
対
し
て
自
然
の
恵
み
を
享

受
す
る
側
の
住
民
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
べ
き
か
を
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

②
様
会
な
反
応

当
会
の
発
足
は
地
元
在
住
者
が
自
ら
の
手

で
毎
日
身
近
に
見
る
裏
山
と
も
言
え
る
手
稲

山
の
自
然
を
守
る
こ
と
と
、
ス
キ
ー
場
の
設

腫
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
生

活
環
境
の
破
壊
を
許
さ
な
い
こ
と
に
あ
っ

た
。
こ
の
二
点
の
い
ず
れ
に
重
点
を
瞳
く
か
が

代
表
世
話
人
会
の
中
で
何
度
か
討
論
さ
れ

た
◎

王
子
緑
化
は
森
林
組
合
の
み
で
は
経
営
基
盤

の
確
立
を
す
る
だ
け
で
も
今
後
二
十
年
は
要

す
る
の
で
ス
キ
ー
場
経
営
に
収
益
を
求
め
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
及
び
、
環
境
保
全
に
努
力

す
る
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
指
摘
し

た
問
題
点
へ
の
回
答
と
し
て
は
保
水
力
の
低

下
は
予
想
さ
れ
る
の
で
対
策
は
講
じ
る
が
樹

木
の
伐
採
に
よ
っ
て
大
水
害
は
生
じ
た
こ
と

は
な
い
と
主
張
す
る
ば
か
り
で
住
民
の
生
活

環
境
が
破
壊
さ
れ
る
と
の
不
安
に
は
具
体
的

な
回
答
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
以
前
に
王
子
緑
化
は
札
幌
市

に
対
し
計
画
の
説
明
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
る
と
コ
ー
ス
面
積
等
に
は
一
部
修
正

が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
て
、
あ
ら
た
に

四
カ
所
の
調
整
池
の
設
睡
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
⑤
地
元
町
内
会
へ
の
要
請

運
動
を
進
め
る
中
で
地
元
在
住
の
会
員
及

び
運
動
に
協
力
す
る
住
民
か
ら
地
域
の
利
益

を
守
る
べ
き
地
元
の
町
内
会
が
、
何
ら
の
具

体
的
な
発
言
を
し
な
い
ば
か
り
か
町
内
会
員

に
対
し
て
王
子
緑
化
の
計
画
す
ら
も
明
確
に

し
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
の
意
見
が
集
中
し

た
。

一
方
市
議
会
に
お
い
て
市
当
局
は
王
子
緑

化
の
計
画
を
最
初
に
入
手
し
た
の
は
地
元
の

連
合
町
内
会
を
通
じ
て
で
あ
る
こ
と
を
明
言

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
合
町
内
会
（
連
町
）

が
王
子
緑
化
か
ら
計
画
の
提
案
を
受
け
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
ま
た
署
名
行
動
の

中
で
会
員
が
訪
問
し
た
地
元
体
育
振
興
会
の

役
員
が
ス
キ
ー
場
建
設
後
に
夏
季
レ
ク
リ
ェ

特
に
生
活
環
境
の
問
題
を
正
面
に
出
し
す

ぎ
る
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
の
運
動
が
志
の
低
い

地
域
エ
。
．
と
見
ら
れ
、
地
域
外
の
支
援
者
に

失
望
を
与
え
な
い
か
と
の
意
見
も
一
部
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
運
動
は
他
方
を
口

実
に
一
方
を
の
ゑ
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な

く
両
方
が
二
本
柱
と
し
て
課
題
で
あ
る
し
、

ま
た
わ
れ
わ
れ
の
運
動
に
と
っ
て
地
域
エ
・
コ

は
自
然
保
護
の
足
か
せ
で
は
な
く
む
し
ろ
推

力
で
あ
る
と
の
理
解
を
確
認
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
理
解
を
運
動
の
過
程
で
確
信

に
進
め
た
の
が
次
の
よ
う
な
反
応
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
反
応
は
新
聞
報
道
か
ら
す
ぐ
に

は
反
対
運
動
組
織
が
で
き
な
か
っ
た
地
元
に

も
大
き
な
潜
在
力
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

財
産
と
し
て
今
後
に
生
か
さ
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ァ
最
初
に
特
筆
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
地

元
中
学
校
の
新
聞
部
が
こ
の
問
題
を
取
上

げ
た
こ
と
と
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て

レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
評
価
を
得
た
同
校
生

徒
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

住
民
集
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
時
に

多
く
の
参
加
者
か
ら
、
手
稲
山
の
緑
を
後

世
に
残
す
こ
と
は
今
の
世
代
を
担
う
わ
れ

わ
れ
の
務
め
だ
と
発
言
が
な
さ
れ
た
が
、

そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
形
で
表
わ
れ
た
こ
と

は
運
動
を
進
め
て
き
た
者
に
と
っ
て
大
き

な
励
ま
し
で
あ
る
し
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
・
ハ
ー
が
運
動
の
担
い
手
と
し
て

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

イ
署
名
運
動
を
進
め
て
い
く
中
で
わ
れ
わ

【 ､●

Ｉ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
施
設
を
地
元
団
体
が
使
て
た
の
で
も
な
く
、
ま
た
地
域
運
動
や
自
然

用
で
き
る
よ
う
に
求
め
る
動
き
の
あ
る
こ
と
保
護
運
動
に
特
に
豊
富
な
経
験
を
有
し
た
者

を
明
確
に
し
た
。
ば
か
り
で
な
い
者
達
が
結
集
し
、
時
に
は
入

こ
の
た
め
当
会
は
計
画
の
問
題
を
説
明
し
山
を
認
め
な
い
と
の
い
や
が
ら
せ
に
も
屈
せ

な
が
ら
連
町
も
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た
取
ず
、
手
作
り
の
運
動
を
進
め
て
き
た
こ
と
が

り
組
み
を
行
う
こ
と
を
会
長
に
要
請
し
た
。
現
時
点
に
お
い
て
は
効
を
奏
し
て
い
る
と
確

⑥
計
画
の
延
期
信
す
る
。

七
月
十
五
日
、
当
会
と
し
て
署
名
活
動
の
た
だ
、
王
子
緑
化
の
計
画
は
と
り
あ
え
ず

集
約
へ
向
け
て
の
最
終
的
な
行
動
を
計
画
し
延
期
さ
れ
た
が
同
社
は
あ
く
ま
で
断
念
で
は

て
い
た
矢
先
に
同
社
が
札
幌
市
に
対
し
て
計
な
い
と
明
言
し
て
い
る
う
え
、
他
の
レ
ジ
ャ

画
自
体
の
延
期
を
通
告
し
た
こ
と
が
報
道
さ
１
企
業
が
手
稲
山
を
ス
キ
ー
場
と
し
て
利
用

れ
た
。
す
る
た
め
に
同
社
と
接
触
し
た
経
緯
も
あ
る

王
子
緑
化
の
説
明
で
は
円
高
等
の
経
済
楠
こ
と
が
同
社
か
ら
発
言
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

勢
の
変
化
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
王
子
製
紙
に
札
幌
市
長
は
冬
季
ユ
ニ
◆
ハ
シ
ァ
ー
ド
大
会

か
ら
の
投
資
を
現
状
で
は
期
待
で
き
な
い
こ
の
誘
致
に
積
極
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
か

と
に
よ
る
も
の
で
、
あ
く
ま
で
延
期
で
あ
っ
ら
わ
れ
わ
れ
の
運
動
も
継
続
し
て
い
か
な
け

て
断
念
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
計
画
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

の
再
開
発
時
期
は
三
年
後
と
も
五
年
後
と
も
さ
て
今
報
告
を
記
す
に
当
た
っ
て
わ
れ
わ

さ
ら
に
は
そ
れ
以
上
と
の
情
報
が
あ
り
定
か
れ
の
胸
に
去
来
す
る
運
動
の
評
価
や
反
省
を

で
は
な
い
。
述
べ
て
お
く
。

①
都
市
近
郊
林
の
保
護
に
つ
い
て

（
五
）
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

自
然
保
護
の
必
要
性
が
近
年
に
わ
か
に
認

公
表
さ
れ
た
延
期
の
理
由
は
ど
う
で
あ
れ
識
が
高
ま
り
、
と
り
わ
け
大
都
市
住
民
は
日

王
子
緑
化
と
い
う
王
子
製
紙
グ
ル
ー
プ
内
で
常
的
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
自
然
を
強
く

造
林
を
主
と
し
た
業
務
を
受
持
ち
自
然
と
密
欲
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
近
郊

着
し
た
企
業
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
持
す
林
を
守
る
こ
と
が
極
め
て
障
害
が
多
い
こ
と

る
た
め
に
も
反
対
運
動
と
対
立
し
た
ま
ま
で
が
運
動
を
通
じ
て
感
じ
取
ら
れ
た
の
で
何
点

の
強
行
着
工
は
で
き
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と

か
こ
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
行
政
も
波
状
的
ア
わ
れ
わ
れ
地
元
住
民
自
身
が
そ
う
で
あ

な
運
動
を
前
に
し
て
開
発
行
為
を
認
め
る
方
る
よ
う
に
都
市
住
民
が
住
宅
を
求
め
よ
う

向
で
の
動
き
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
、
宅
地
開
発
と
い
う
自
然
破

と
判
断
し
て
も
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
壊
の
結
果
の
中
に
身
を
砥
か
な
け
れ
ば
な

そ
の
意
味
で
は
特
に
著
名
人
を
表
面
に
立
ら
な
い
矛
盾
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

色
マ

れ
は
地
元
商
店
街
の
理
解
を
得
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

た
Ｏ
こ
の
た
め
逆
に
集
中
的
に
商
店
街
を
歩

く
こ
と
も
実
行
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
案
に

相
違
し
て
一
部
を
除
い
て
好
反
応
を
示
し

て
も
ら
え
た
。

ゥ
ま
た
町
内
会
は
王
子
緑
化
か
ら
説
明
を

受
け
て
い
な
が
ら
広
く
住
民
に
報
告
し
推

進
し
て
い
こ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

に
は
新
旧
住
民
の
思
惑
の
違
い
等
が
あ
っ

て
意
見
の
一
致
を
図
り
得
な
か
っ
た
こ
と

の
結
果
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
が

住
民
に
公
表
し
そ
の
意
見
を
聞
く
姿
勢
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
運
営
の
密
室
性
は
問
題

が
あ
る
。

た
だ
、
わ
れ
わ
れ
の
運
動
の
高
ま
り
は

町
内
会
を
推
進
側
で
動
く
こ
と
に
鴎
踏
さ

せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
不
毛
な
住
民
間
の
対

立
を
生
じ
さ
せ
な
か
っ
た
要
因
に
も
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

エ
ス
キ
ー
愛
好
家
や
体
育
振
興
会
の
一
部

に
は
近
く
に
表
キ
ー
場
が
で
き
る
こ
と
へ

の
期
待
が
あ
っ
た
が
、
署
名
活
動
等
の
中

で
会
員
が
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
組
織
だ
っ
た
推
進
勢
力
に
は
な

り
切
れ
な
か
っ
た
し
、
逆
に
わ
れ
わ
れ
の

運
動
の
良
き
協
力
者
も
い
た
。

オ
さ
ら
に
社
会
的
地
位
や
立
場
の
関
係
か

ら
表
面
に
名
前
が
出
る
よ
う
な
形
は
と
れ

な
い
と
し
な
が
ら
力
強
い
支
持
を
表
明
す

る
人
び
と
も
多
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

●

当
会
の
運
動
は
地
域
問
題
を
広
く
住
民
運

動
に
す
る
こ
と
が
ま
だ
不
得
手
な
、
急
速
に

発
展
し
た
大
都
市
札
幌
に
お
い
て
不
十
分
な

が
ら
も
一
石
を
投
じ
た
で
あ
ろ
う
し
、
地
域

の
潜
在
力
を
ま
だ
一
部
で
あ
ろ
う
が
引
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
、
着
工
時
期
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら

そ
れ
を
限
定
し
短
期
間
に
駆
け
ぬ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
代
表
世
話
人
会

だ
け
が
先
行
す
る
場
面
が
多
く
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

さ
い
わ
い
王
子
緑
化
は
わ
れ
わ
れ
に
時
間

を
与
え
て
く
れ
た
の
で
今
後
は
運
動
に
深
承

と
広
が
り
を
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
手
稲
山
の
自
然
と

住
宅
地
に
住
む
利
便
性
を
当
然
の
も
の
と
し

て
享
受
し
て
き
た
が
、
こ
の
快
適
さ
は
い
つ

破
壊
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
定
な
も
の

で
あ
り
自
分
の
手
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

は
手
稲
山
を
仰
ぎ
眺
め
る
山
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
ふ
と
こ
ろ
に
と
び
込
ん
で
触

れ
親
し
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

Ａ
裂
○
媛
後
に
多
く
の
個
人
・
団
体
よ
り
支
持
・

激
励
を
い
た
だ
き
、
マ
ス
コ
ミ
界
が
好
意
的

に
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
望
外
の
心
強
さ
に
な
っ
た
。
こ

こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
今
後
の
ご

指
導
を
も
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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観
光
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

方
式
〃
な
ら
ぬ
、
”
新
得
方
式
“

規
模
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

世
界
最
大
の
リ
ゾ
ー
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
会
社

で
あ
る
地
中
海
ク
ラ
ブ
（
本
部
・
・
く
り
、
代

表
・
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ト
リ
ガ
ノ
と
西
武
セ
ゾ

ン
グ
ル
ー
プ
（
代
表
・
堤
清
二
）
が
提
携
し
、

日
本
第
一
号
・
世
界
百
七
番
目
の
尋
〈
カ
ン
ス

村
が
十
勝
管
内
新
得
町
の
狩
勝
高
原
に
つ
く

ら
れ
る
。
昭
和
露
年
哩
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

す
こ
の
計
画
は
、
廻
月
８
日
ト
リ
ガ
ノ
会
長

・
堤
清
二
代
表
・
横
路
知
事
の
三
者
会
見
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

狩
勝
高
原
・
新
得
町
に
バ
カ

ン
ス
村

狩
勝
高
原
サ
ホ
戸
ス
キ
ー
場
（
経
営
は
西

武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
「
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
」
）

周
辺
地
域
を
含
む
広
域
リ
ゾ
ー
ト
開
発
で
、

～
加
年
が
か
り
の
櫛
想
と
さ
れ
る
。
利
用
計

画
で
は
、
中
央
に
各
種
機
能
と
コ
ミ
ュ
’
一
テ

ィ
の
中
心
と
な
る
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
。
こ
こ

に
は
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
シ
ア
タ
ー
、
室
内
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
野
外
ホ
ー
ル
、
熱
気
球
、
マ
イ
ク

ロ
・
プ
レ
ー
ン
広
場
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
が

つ
く
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ス
キ
ー
場
ソ
ー
ン
．

サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
開
発
構
想

と
は

峰

職
連志ヨ乞哩量毒サホロ国際ｽｷｰ場

地
中
海
ク
ラ
ブ
日
本
上
陸

ろ率 。、 、

鐸公･ p－社J可

八
既
存
施
設
も
含
む
バ
カ
ン
ス
村
概
略
図
Ｖ

〃
密
良
野

が
一
層
大

ス
キ
ー
、
テ
’
一
ス
、
ゴ
ル
フ
、
多
目
的
ス

ポ
ー
ツ
広
場
か
ら
な
る
ス
ポ
ー
ッ
ゾ
ー
ン
を

中
心
に
、
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
、
外
国
語
教

室
な
ど
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を

つ
く
る
と
い
う
も
の
。
迩
営
主
体
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ

レ
ジ
ャ
ー
開
発
㈱
（
会
長
・
堤
清
二
）
。
開

村
日
が
昭
和
唾
年
廻
月
、
一
週
間
か
ら
一
ヵ

月
と
い
う
長
期
滞
在
型
で
、
海
外
か
ら
は
全

体
の
卯
％
の
入
り
こ
み
を
期
待
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
滞
在
磯
は
冬
期
間
で
１
日
２
万
～

２
万
５
千
円
、
２
泊
以
上
が
原
則
。

》
ハ
カ
ン
ス
村
ゾ
ー
ン
、
湖
畔
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー

ン
、
・
コ
ル
フ
場
ゾ
ー
ン
、
文
化
・
芸
術
ゾ
ー

ン
、
居
住
区
ゾ
ー
ン
が
配
置
さ
れ
る
。
来
年

度
は
ス
キ
ー
場
と
・
ヘ
ン
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
等
が

着
手
さ
れ
総
事
業
費
三
六
○
億
円
、
同
時
に

新
得
町
の
他
鹿
追
町
・
上
士
幌
町
を
含
め
た

十
勝
地
域
に
レ
ジ
ャ
ー
開
発
を
主
と
し
た
広

域
計
画
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
が
本
格
的
に
北
海

道
上
陸
の
足
場
づ
く
り
に
の
り
出
し
た
と
い

え
よ
う
。
小
樽
運
河
周
辺
再
開
発
・
大
沼
公

園
開
発
、
そ
し
て
十
勝
と
三
本
柱
で
走
り
出

そ
う
と
し
て
い
る
。

「
ク
ラ
ブ
・
メ
ッ
ド
・
サ
ホ

ロ
」
と
は

全
国
的
に
緑
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
比

較
的
良
好
な
自
然
を
広
施
囲
に
北
海
道
は
有

し
て
い
る
。
大
手
資
本
が
目
を
つ
け
な
い
わ

F

1

鑿 北
海
道
・
新
植
民
地
時
代

●
ﾉ、 ｛

(北海道新聞社提供）

新
得
町
は
国
鉄
と
木
材
の
町
。
国
鉄
は
来

春
の
分
割
・
民
営
化
、
木
材
は
合
理
化
と
木

材
不
況
、
こ
の
ダ
雲
フ
ル
・
ハ
ン
チ
で
町
の
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
へ
世
界
的
観
光
開

発
計
画
が
あ
る
と
あ
っ
て
飛
び
つ
い
た
。
長

野
県
八
ケ
岳
山
麓
と
新
得
町
が
誘
致
合
戦
と

な
り
、
新
得
町
は
約
十
億
円
の
先
行
投
資
で

環
境
整
備
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
北
海
道

も
国
際
化
・
観
光
開
発
の
拡
大
の
一
環
と
し

て
熱
が
入
る
。
漁
業
・
酪
艇
・
石
炭
と
北
海

道
経
済
に
暗
い
課
題
が
多
い
中
、
横
路
知
事

は
戟
極
的
に
本
州
大
手
資
本
の
力
を
入
れ
観

光
開
発
に
期
待
を
か
け
る
。
今
回
の
新
得
町

は
四
十
年
代
の
富
良
野
と
重
な
っ
て
な
ら
な

い
。
窟
良
野
も
過
疎
対
策
と
銘
う
ち
、
堤
義

明
（
澗
二
の
弟
）
の
手
で
ス
キ
ー
場
を
核
に

な
ぜ
新
得
町
に
白
羽
の
矢
が
た
っ
た
の

か
。
○
大
雪
山
系
の
南
に
位
置
し
ス
キ
ー
場
と
し

て
の
質
が
良
い
こ
と
。

○
十
勝
平
野
を
抱
く
眺
望
の
良
さ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
・
〈
的
イ
メ
ー
ジ
な
ど

○
千
歳
・
帯
広
と
２
つ
の
空
港
・
鉄
道
な
ど

交
通
の
便
が
良
い
こ
と

○
ホ
テ
ル
・
ス
キ
ー
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

ど
既
存
施
設
が
あ
る
こ
と
。

以
上
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
を
控
え
山
岳
・
湖
沼
の
景
勝

地
、
豊
か
な
自
然
が
あ
る
と
な
れ
ば
リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
は
こ
と
欠
く
ま
い
。

け
が
な
い
。
西
武
・
国
土
計
画
と
西
武
セ
ゾ

ン
グ
ル
ー
プ
、
東
急
グ
ル
ー
プ
、
三
井
グ
ル

ー
プ
の
進
出
は
グ
ン
を
ぬ
い
て
い
る
。
特
に

二
つ
の
西
武
は
開
発
規
模
が
大
き
く
、
レ
ジ

ャ
ー
か
ら
文
化
・
芸
術
、
流
通
ま
で
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
触
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
場
所
選

定
は
最
も
自
然
の
些
か
な
所
で
、
地
価
も
安

く
、
過
疎
対
策
と
銘
う
つ
自
治
体
に
上
手
に

入
り
こ
む
。
資
本
も
大
き
く
投
入
す
る
だ
け

に
施
設
の
で
き
は
上
名
セ
ン
ス
も
悪
く
な

い
。
一
見
い
い
事
だ
ら
け
に
見
え
る
が
反
面
、

地
価
の
高
騰
や
自
然
の
破
壊
、
〃
文
化
〃
の

既
製
化
、
〃
西
武
に
お
ま
か
せ
“
式
の
住
民

・
自
治
意
識
の
発
生
な
ど
事
は
重
大
で
あ

る
。
彼
ら
の
前
に
地
元
観
光
資
本
は
立
ち
往

生
す
る
し
か
あ
る
ま
い
。
こ
の
ま
ま
彼
ら
の

進
出
を
野
放
し
に
し
て
は
、
遊
び
も
文
化
も

自
然
も
金
で
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

と
な
ろ
う
。
ま
さ
に
新
開
拓
時
代
な
ら
ぬ
新

植
民
地
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

誘
致
合
戦

（
田
中
明
子
）
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、
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しかし、汚れてしまったのは大地だけではなかった。

この環境に最も良く適応した虫とカビが進化した形に

なり､人間も科学を駆使して生き続けようとしたが…。

今、本当の意味での自然はだんだんなくなってきて

います。もう一度、みなさんで地球のそして自分の回

りの自然を見つめ直してゑませんか？

実行委員日月･佐々木･紺野･笹野･丹野

お問い合せ先自然保護センター内丹野

日
■
■
Ⅱ
■
■
。
Ｂ
白
日
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
０
５
日
■
■
■
■
■

Ｇ
Ⅱ
１
０
日
●
４
８
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
６
０
■
１
１
Ⅱ

販売物リスト
､'切られるぃ知床ハガキができました

87日高山脈カレンダーの他、知床のハガキが

できました。赤いテープがまかれたミズナラの

写真がハガキ半分に、下には「切られる」と大

書きされたうえ解説文が入っています。知床キ

ャンプ参加者の方々の発案で作成されました。

1枚70円｡収益は知床の活動資金にあてますo

是非ご利用ください。

日高山脈カラーポスター

日高中央横断道路調査報告書恥2

日高山脈セミブーーテキスト

知床横断道路事後調査報告書恥2

知床絵ハガキ （，枚）

坂本直行作ループタイ

1987年日高山脈カレンダー

無公害粉石けん(2kg)

一墓弓三一一一＝

500円ll
：：

500円|｜
■■

300円il
300円：：

70円11
10,000円11
,,600円ll

QU

700円|｜
：8

-...-…－=11

]~目）

１
１

’
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認議録潅議謹瀧蕊鰯 繊溌溌醗謝灘蕊鮮翁

○知床キャンプ東京同窓会

○公明党国会議員団、知床現地視察

○春の森コンサートで森林の学習誰演

（瀬川）

○知床キャンプ札幌同窓会

○通信発送

○北海道自然保謹協会八木会長と調査

について打合せ。

○幌延フェスティバル打合せ。

○（旭川・知床集会）

○自然保誰センター移転

○然別湖及びヤンベツ川周辺の森林施
業について要望悪送付

○砺話器増設

○知床エイド出席

○幌延フェスティバル実行委

○幌延フェスティバル事務局会議
○知床シンポジウム出席（北大学術交
流会館にて）

○知床・然別湖伐採計画について記者
会見。

10月4～811 ○東京にて関係団体、機関、国会

議員と打合せ。

10月9「I O札幌にて弁謹士と打合せ。
10月1011 ○北の間然A6.29発行

10月1411 O阿寒にて、床氏・避岡氏と打合せ。

10月17n o(農林大臣の凍結発表）

10月18｢I 0知床l然保謹協会理歌会出席

10月19～20n ○自民党・久保田議員と面談、知

床現地視察。

10月21｢I o畑氏と打ち合せ。

10月22日 ○環境庁長官現地視察

○知床ベースキャンプ撤収。

10月25～26日 ○代表者会議（白金温泉）

11月1 11 ○帯広畜産大学祭にて識演（田中）

11月4日 ○知床報告密・礼状作成・発送。

11月5日○入会譜作成

11月8日 ○幌延集会実行委員会

○知床キ.,,ンプ参加者

に報告iif・礼状発送

11月9日 ○科学シンポジウム出席（札幌にて）

11月10～12月○東京にて関係団体・機関・国会

議員と打合せ

11月13日

11月16日

11月18日

11月19日

11月21日

11月25日

11月27日

12月2日■

12月3日

12月10F1

12月13H

12月15日

12月17日

12月18日

－

拡大に‐賛助会員の ‐‐．協力ください／◆

賛助会費未納の方は、お早目に納入くださるようお願い
申し上げます。 振替口座：小樽1－4071

(fQ
○
知
床
で
暮
れ
た
一
年
で
し
た
。
全
国
か
ら
多
く

の
激
励
を
受
け
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
ま
で
活
動
し

続
け
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
も
知
床
を
中

心
に
全
力
投
球
で
の
ぞ
み
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
力

を
借
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
事
務
所
が
で
き
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す

い
場
所
で
す
の
で
是
非
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
ｏ
資

料
等
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
月
曜
か
ら
土
曜
の
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。

事
務
所
で
は
、
瀬
川
潔
と
田
中
明
子
が
常
駐
し
て

い
ま
す
。

○
次
号
で
は
、
支
笏
湖
周
辺
の
観
光
開
発
計
画
と

・
幌
延
問
題
を
掲
戦
し
ま
す
。
象
な
さ
ん
の
声
・
要

望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

○
西
武
グ
ル
ー
・
フ
・
東
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
レ
ジ

ャ
ー
開
発
が
頭
を
も
た
げ
て
い
ま
す
。
い
づ
れ
も

国
立
・
国
定
公
園
の
そ
ば
で
す
。
森
を
守
る
活
動

と
併
せ
、
観
光
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
明
子
）

一
九
八
六
年
十
二
月
二
八
日
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